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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では雇用・所得の改善に加えガソリン安の恩恵によって家

計部門が牽引する緩やかな景気拡大基調が続き、欧州でも個人消費を中心とした内需主導の景気回復が見られます

が、新興国経済は中国経済減速を背景とした資源価格下落や自国通貨安による影響は甚大で景気低迷しています。

一方、わが国経済は横這い推移していた個人消費が暖冬の影響もあり弱含み、回復基調にある企業業績も円安の一

段落により下振れするリスクをはらみ、景気回復への踊り場局面が続いています。 

このような状況の下、当社グループは、海外生産の増強、グローバル市場での販売拡大、国内住宅関連市場の占

有率拡大や非住宅関連市場の開拓などを目指し、戦略的な製品開発、生産、営業活動を展開いたしました。国内に

おける売上は、主に住宅関連刃物などが前年同期から減少となりました。一方、海外での売上は、東南アジア市

場、アメリカ市場などが増加し、当第３四半期連結累計期間の売上高は135億９千１百万円（前年同期比0.8％増）

となりました。 

利益面につきましては、利益率の良い一部の製品売上が減少したことに加え、日本及び中国での売上原価率上昇

などが影響し、営業利益は９億９千７百万円（前年同期比31.4％減）となりました。経常利益は為替差損７千８百

万円を計上したことなどにより９億３千２百万円（前年同期比49.5％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純

利益は５億６千万円（前年同期比53.5％減）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

海外では金属切断用丸鋸が増加したものの、国内では住宅関連刃物が総じて減少したことなどにより、売上

高は109億６千３百万円（前年同期比2.3％減）となり、営業利益は利益率の良い一部の製品売上が減少したこ

とに加え、生産性悪化などにより売上原価率が上昇したことなどから３億７千２百万円（前年同期比41.7％

減）となりました。

② インドネシア

木工関連刃物などが増加し、売上高は24億１千９百万円（前年同期比17.8％増）となりました。利益面では

売上増と生産性向上などにより売上原価率が低下し、営業利益は２億７千８百万円（前年同期比19.2％増）と

なりました。

③ 米国

現地通貨ドル建て売上では木工関連刃物や自動車関連刃物が減少したものの円換算額では増加となり、売上

高は10億４千９百万円（前年同期比1.4％増）となり、営業利益は９千４百万円（前年同期比24.7％減）とな

りました。

④ 欧州

自動車関連刃物などが増加し、売上高は13億３千万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は１億４千４百万

円（前年同期比5.2％増）となりました。

⑤ 中国

金属切断用丸鋸が増加したものの木工関連刃物が減少したことなどにより、売上高は16億８千万円（前年同

期比0.4％減）となり、生産性悪化などにより売上原価率が上昇し、営業利益は１億３千８百万円（前年同期

比34.5％減）となりました。

なお、セグメント別の売上高は、セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）に比べて２億８千６百万円増加

して268億４千１百万円となりました。流動資産は現金及び預金が６億１千万円減少したことなどにより、前期末

比10億１千万円減少の133億９千１百万円となりました。固定資産は建物及び構築物などの有形固定資産が10億２

千８百万円増加したことなどにより、前期末比12億９千６百万円増加の134億５千万円となりました。

 負債は、未払法人税等や流動負債その他が増加したことなどにより、前期末比２億３千７百万円増加の53億１千

５百万円となりました。

 純資産は、利益剰余金が１億６千４百万円増加し、その他の包括利益累計額が１億１千５百万円減少したこと

により、前期末比４千８百万円増加の215億２千５百万円となりました。また、自己資本比率は前期末の80.9％か

ら80.2％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成27年11月４日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

なお、実際の業績は今後の様々な要因によって異なる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,887,121 3,276,704 

受取手形及び売掛金 4,874,056 4,793,940 

商品及び製品 1,817,841 1,854,699 

仕掛品 940,652 893,358 

原材料及び貯蔵品 1,951,529 2,075,905 

その他 948,109 534,480 

貸倒引当金 △18,189 △37,988 

流動資産合計 14,401,121 13,391,100 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,784,718 4,274,598 

機械装置及び運搬具（純額） 4,123,460 4,266,394 

その他（純額） 2,568,244 2,964,088 

有形固定資産合計 10,476,424 11,505,080 

無形固定資産 426,686 433,821 

投資その他の資産 1,250,544 1,511,331 

固定資産合計 12,153,655 13,450,234 

資産合計 26,554,777 26,841,334 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,893,217 1,947,783 

未払法人税等 66,928 187,385 

賞与引当金 340,352 129,577 

その他 1,975,857 2,238,255 

流動負債合計 4,276,356 4,503,001 

固定負債    

退職給付に係る負債 322,205 297,605 

その他 479,175 514,998 

固定負債合計 801,381 812,603 

負債合計 5,077,737 5,315,605 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,142,500 2,142,500 

資本剰余金 2,167,890 2,167,890 

利益剰余金 16,037,951 16,202,312 

自己株式 △208,600 △208,600 

株主資本合計 20,139,740 20,304,102 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 333,907 347,737 

為替換算調整勘定 1,162,532 997,923 

退職給付に係る調整累計額 △159,141 △124,034 

その他の包括利益累計額合計 1,337,298 1,221,627 

純資産合計 21,477,039 21,525,729 

負債純資産合計 26,554,777 26,841,334 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 13,485,030 13,591,425 

売上原価 8,811,182 9,244,926 

売上総利益 4,673,847 4,346,498 

販売費及び一般管理費 3,218,020 3,348,513 

営業利益 1,455,826 997,985 

営業外収益    

受取利息 3,331 6,653 

受取配当金 13,529 16,042 

為替差益 405,658 － 

デリバティブ評価益 － 959 

その他 25,309 25,702 

営業外収益合計 447,829 49,358 

営業外費用    

売上割引 32,760 30,630 

為替差損 － 78,750 

デリバティブ評価損 21,227 － 

その他 1,669 5,574 

営業外費用合計 55,657 114,954 

経常利益 1,847,998 932,388 

特別利益    

固定資産売却益 3,269 168 

特別利益合計 3,269 168 

特別損失    

固定資産売却損 13 13 

固定資産除却損 56,555 37,133 

環境対策費 11,682 － 

特別損失合計 68,251 37,147 

税金等調整前四半期純利益 1,783,017 895,410 

法人税等 577,215 334,886 

四半期純利益 1,205,801 560,524 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,205,801 560,524 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 1,205,801 560,524 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 43,099 13,829 

為替換算調整勘定 △248,546 △164,608 

退職給付に係る調整額 24,884 35,107 

その他の包括利益合計 △180,562 △115,671 

四半期包括利益 1,025,239 444,852 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,025,239 444,852 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

  日本 インドネシア 米国 欧州 中国 計 

売上高            

外部顧客への売上高 8,628,835 1,795,829 1,035,371 1,303,156 712,218 13,475,410 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
2,588,181 256,959 101 599 974,409 3,820,251 

計 11,217,017 2,052,788 1,035,472 1,303,755 1,686,627 17,295,662 

セグメント利益 639,011 233,802 126,034 136,986 211,712 1,347,547 

 

         

 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

売上高        

外部顧客への売上高 9,619 13,485,030 － 13,485,030 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
135 3,820,386 △3,820,386 - 

計 9,754 17,305,416 △3,820,386 13,485,030 

セグメント利益 4,309 1,351,857 103,968 1,455,826 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業務な

どであります。

   ２．セグメント利益の調整額103,968千円には、セグメント間取引消去77,921千円、棚卸資産の調整額

22,357千円、その他3,689千円が含まれております。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

  日本 インドネシア 米国 欧州 中国 計 

売上高            

外部顧客への売上高 8,440,525 1,977,602 1,049,645 1,329,950 783,602 13,581,326 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
2,522,674 441,460 183 290 896,679 3,861,289 

計 10,963,200 2,419,062 1,049,828 1,330,241 1,680,282 17,442,615 

セグメント利益 372,702 278,614 94,891 144,044 138,595 1,028,847 

 

         

 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

売上高        

外部顧客への売上高 10,098 13,591,425 － 13,591,425 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
135 3,861,424 △3,861,424 － 

計 10,233 17,452,849 △3,861,424 13,591,425 

セグメント利益 4,924 1,033,772 △35,787 997,985 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業務な

どであります。

   ２．セグメント利益の調整額△35,787千円には、セグメント間取引消去△12,207千円、棚卸資産の調整

額△25,883千円、その他2,303千円が含まれております。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足情報

（１）販売の状況

① 製品別売上高

（単位：百万円、％）

 
前第３四半期実績 当第３四半期実績 前年同期比

(％)

28年３月期計画

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

  平 刃 類  4,628 34.3 4,658 34.3 0.6 6,230 34.5 

  精 密 刃 具 類  2,881 21.4 2,795 20.6 △3.0 3,620 20.0 

  丸 鋸 類  5,771 42.8 5,931 43.6 2.8 7,960 44.0 

  商 品  204 1.5 207 1.5 1.5 270 1.5 

  合   計   13,485 100.0 13,591 100.0 0.8 18,080 100.0

 

② 国内・海外別売上高

（単位：百万円、％）

 
前第３四半期実績 当第３四半期実績 前年同期比

(％)

28年３月期計画

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

  国 内  7,338 54.4 7,154 52.6 △2.5 9,650 53.4

  海 外  6,146 45.6 6,436 47.4 4.7 8,430 46.6

  ア ジ ア  3,379 25.1 3,518 25.9 4.1 4,590 25.4

  ア メ リ カ  1,222 9.1 1,383 10.2 13.2 1,830 10.1

  ヨ ー ロ ッ パ  1,403 10.4 1,404 10.3 0.0 1,880 10.4

  そ の 他  142 1.0 130 1.0 △7.9 130 0.7

  合   計   13,485 100.0 13,591 100.0 0.8 18,080 100.0
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